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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等
　

回次
第55期

第１四半期連結累計
（会計）期間

第56期

第１四半期連結累計

(会計)期間

第55期

会計期間
自　平成21年４月１日

至　平成21年６月30日

自　平成22年４月１日

至　平成22年６月30日

自　平成21年４月１日

至　平成22年３月31日

売上高 （百万円） 16,555 16,636 62,318

経常利益 （百万円） 1,013 1,005 981

四半期（当期）純利益 （百万円） 884 798 294

純資産額 （百万円） 6,176 5,574 5,277

総資産額 （百万円） 57,806 52,655 52,256

１株当たり純資産額 （円） 51.60 48.41 45.83

１株当たり四半期
（当期）純利益

（円） 7.67 6.93 2.56

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 10.3 10.6 10.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 1,491 2,310 4,419

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △574 △344 △2,067

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △1,492 △2,414 △3,230

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（百万円） 5,207 4,494 4,968

従業員数 （名） 4,254 4,409 4,189

(注) １　売上高には、消費税等を含んでおりません。
２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、各期とも潜在株式がないため、記載しており
ません。

　

２ 【事業の内容】
当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい
る事業の内容について、重要な変更はありません。
また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】
当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】
(1)  連結会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(名) 4,409 （812）

(注) 従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（  ）内に当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で記載
しております。

(2)  提出会社の状況
平成22年６月30日現在

従業員数(名) 649 （165）

(注) 従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（  ）内に当第１四半期会計期間の平均雇用人員を外数で記載して
おります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績
当第１四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

日本 3,596 －

米州 － －

欧州 229 －

アジア・オセアニア 3,150 －

合計 6,976 －

(注) 1 金額は販売価格によっております。
2 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況
当社グループは、主に過去の実績と将来の需要の予測による見込生産を行っているため該当事項はあ
りません。

　

(3) 販売実績
当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

日本 13,528 －

米州 893 －

欧州 1,747 －

アジア・オセアニア 467 －

合計 16,636 －

(注) 1 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合
  当社グループにおいては、当該割合が100分の10以上となる相手先はないため記載を省略しております。
2 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

２ 【事業等のリスク】
当第１四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告
書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】
当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
文中における将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したもので
あります。
なお、下記の本文中の掲載金額には消費税等は含まれておりません。
(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間における国内外の経済は、アジア圏を中心に景気回復の兆しが見られるも
のの、欧州の財政問題による景気の後退や、米国の景気回復が鈍化する等、依然として景気の低迷が続い
ております。
当社グループの属するスポーツ・レジャー用品等の業界も、景気低迷の影響を受け、消費が落ち込んで
おり、厳しい状況が続いております。 
このような市場環境の中で、当社グループは市場ニーズに合った新製品を投入すると共にマーケティ
ング力の強化を推進し、積極的に拡販を図ってまいりました。その結果、当第１四半期連結会計期間にお
ける連結売上高は166億３千６百万円（前年同四半期比0.5％増）となりました。利益面では、営業利益は
13億３千１百万円（前年同四半期比3.5％減）、経常利益は10億５百万円（前年同四半期比0.8％減）、四
半期純利益は７億９千８百万円（前年同四半期比9.7％減）となりました。
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
①日本
国内経済は、景気低迷の影響を受け、個人消費も依然として低迷しており、厳しい経済環境が続いてお
ります。このような状況の中、市場ニーズに合った新製品を投入し拡販活動を強力に推進しました結果、
売上高は135億２千８百万円、セグメント利益は16億３百万円となりました。
②米州
米州経済は、景気回復の兆しに翳りが見られ、雇用情勢の悪化や個人消費の低迷など、再び景気が後退
しております。このような中、市場にマッチした製品の投入と積極的なマーケティング活動を展開しまし
た結果、売上高は８億９千３百万円、セグメント利益は２千４百万円となりました。
③欧州
欧州経済は、財政問題による景気後退の影響により、雇用情勢の悪化や個人消費の落ち込みが続いてお
ります。このような市場環境の中で、積極的な拡販に注力した結果、売上高は17億４千７百万円、セグメン
ト利益は１億３千４百万円となりました。
④アジア・オセアニア
アジア・オセアニア経済は、景気回復の兆しが見られるものの、個人消費の回復までは至っていない状
況です。このような状況の中、積極的な営業活動を行った結果、売上高は４億６千７百万円、セグメント損
失は４千１百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析
当第１四半期連結会計期間末における総資産は、シーズン・インに伴なうたな卸資産の増加等により
前連結会計年度末に比べ３億９千８百万円増加し、526億５千５百万円(前連結会計年度末は、522億５千
６百万円)となりました。
純資産は、四半期純利益を計上したことにより、前連結会計年度末に比べ２億９千６百万円増加し、55
億７千４百万円(前連結会計年度末は、52億７千７百万円)となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況
当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ４億７千３百
万円減少し、44億９千４百万円(前連結会計年度末は、49億６千８百万円)となりました。
営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益を９億７百万円計上したことや
シーズンインに伴う仕入債務の増加等により、23億１千万円の収入（前年同四半期は14億９千１百万円
の収入）となりました。
投資活動によるキャッシュ・フローは、新製品生産用金型投資等を行ったことから、３億４千４百万円
の支出（前年同四半期は５億７千４百万円の支出）となりました。
財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金を返済したことにより、24億１千４百万円の支出 （前
年同四半期は14億９千２百万円の支出）となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題
当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事実上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更
及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動
当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は273百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況
当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画
当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】
① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 293,366,000

計 293,366,000
　

② 【発行済株式】

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成22年６月30日)

提出日現在発行数(株)

(平成22年８月10日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融商品

取引業協会名

内容

普通株式 133,174,723 133,174,723
東京証券取引所
（市場第一部）

  単元株式数は
  1,000株であります。

計 133,174,723 133,174,723 － －
　

(2) 【新株予約権等の状況】
該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】
該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年６月30日 ─ 133,174,723─ 4,184 ─ ─
　

(6) 【大株主の状況】
大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお
りません。

　

(7) 【議決権の状況】
当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない
ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記
載をしております。

　

① 【発行済株式】
平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
普通株式 18,021,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 113,940,000113,940 －

単元未満株式 普通株式 1,213,723 － －

発行済株式総数 　 133,174,723 － －

総株主の議決権 － 113,940 －

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式797株が含まれております。
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② 【自己株式等】
平成22年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
グローブライド株式会社

東京都東久留米市前沢
３－１４－１６

18,021,000 － 18,021,000 13.5

計 － 18,021,000 － 18,021,000 13.5
　

２ 【株価の推移】

　【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

 
５月

 
６月

最高(円) 121 114 112

最低(円) 112 99 94

(注) 株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
　

３ 【役員の状況】
前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19
年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。
なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連
結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ
き、当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累
計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて
作成しております。

　

２　監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月
１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30
日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６
月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半
期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,509 4,983

受取手形及び売掛金 8,327 8,614

商品及び製品 13,525 12,159

仕掛品 1,158 1,336

原材料及び貯蔵品 1,431 1,277

その他 2,059 2,011

貸倒引当金 △383 △404

流動資産合計 30,629 29,978

固定資産

有形固定資産

土地 5,464 5,465

その他（純額） ※
 8,371

※
 8,390

有形固定資産合計 13,835 13,856

無形固定資産

のれん 2,255 2,304

その他 435 416

無形固定資産合計 2,690 2,721

投資その他の資産

投資有価証券 2,583 2,817

その他 2,976 2,942

貸倒引当金 △60 △60

投資その他の資産合計 5,499 5,700

固定資産合計 22,025 22,277

資産合計 52,655 52,256
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,927 6,494

短期借入金 12,341 14,284

未払法人税等 214 311

売上割戻引当金 88 34

返品調整引当金 177 180

ポイント引当金 214 206

賞与引当金 194 454

その他 3,273 3,282

流動負債合計 25,431 25,248

固定負債

社債 750 780

長期借入金 13,932 14,161

退職給付引当金 5,061 5,007

役員退職慰労引当金 141 138

その他 1,763 1,642

固定負債合計 21,649 21,729

負債合計 47,080 46,978

純資産の部

株主資本

資本金 4,184 4,184

利益剰余金 6,747 6,294

自己株式 △3,093 △3,093

株主資本合計 7,837 7,384

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 81 278

繰延ヘッジ損益 △155 △141

土地再評価差額金 836 836

為替換算調整勘定 △3,026 △3,080

評価・換算差額等合計 △2,262 △2,106

純資産合計 5,574 5,277

負債純資産合計 52,655 52,256
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 16,555 16,636

売上原価 9,977 10,077

売上総利益 6,577 6,559

販売費及び一般管理費 ※
 5,197

※
 5,228

営業利益 1,380 1,331

営業外収益

受取利息 4 2

受取配当金 41 37

不動産賃貸料 56 49

その他 84 93

営業外収益合計 187 183

営業外費用

支払利息 176 161

売上割引 196 185

為替差損 128 130

その他 52 31

営業外費用合計 553 508

経常利益 1,013 1,005

特別利益

貸倒引当金戻入額 3 6

固定資産売却益 1 4

その他 0 －

特別利益合計 5 11

特別損失

店舗閉鎖損失 14 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 90

その他 6 18

特別損失合計 20 109

税金等調整前四半期純利益 997 907

法人税、住民税及び事業税 105 108

少数株主損益調整前四半期純利益 － 798

少数株主利益 8 －

四半期純利益 884 798
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(3)　【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 997 907

減価償却費 396 381

のれん償却額 45 48

ポイント引当金の増減額（△は減少） 36 7

返品調整引当金の増減額（△は減少） △1 △3

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6 △7

売上割戻引当金の増減額（△は減少） 26 53

賞与引当金の増減額（△は減少） △152 △260

退職給付引当金の増減額（△は減少） 93 59

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △80 3

受取利息及び受取配当金 △45 △40

支払利息 176 161

為替差損益（△は益） 47 46

有形固定資産売却損益（△は益） △1 △0

有形固定資産除却損 0 1

売上債権の増減額（△は増加） 761 244

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,687 △1,361

その他の流動資産の増減額（△は増加） 52 △117

仕入債務の増減額（△は減少） 1,410 2,425

未払金の増減額（△は減少） △689 △507

その他の流動負債の増減額（△は減少） 257 262

預り保証金の増減額（△は減少） △5 △3

その他の営業外損益（△は益） △56 △49

投資有価証券売却損益（△は益） 3 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 90

その他 27 26

小計 1,618 2,368

利息及び配当金の受取額 27 39

利息の支払額 △88 △55

法人税等の還付額 － 53

法人税等の支払額 △141 △149

その他の収入 76 53

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,491 2,310
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10 －

定期預金の払戻による収入 10 －

有価証券の取得による支出 △100 △300

有価証券の売却による収入 100 300

有形固定資産の取得による支出 △442 △262

有形固定資産の売却による収入 1 6

無形固定資産の取得による支出 △132 △60

投資有価証券の取得による支出 － △38

投資有価証券の売却による収入 17 －

貸付けによる支出 △24 －

貸付金の回収による収入 6 22

その他 0 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △574 △344

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 13,725 13,223

短期借入金の返済による支出 △14,439 △15,081

長期借入金の返済による支出 △275 △262

社債の償還による支出 △280 △30

配当金の支払額 △220 △261

その他 △2 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,492 △2,414

現金及び現金同等物に係る換算差額 62 △24

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △512 △473

現金及び現金同等物の期首残高 5,549 4,968

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 170 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,207

※
 4,494
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

会計処理基準に関する事項の変更

（資産除去債務に関する会計基準の適用）

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）
及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用し
ております。
これにより、営業利益が１百万円、経常利益が２百万円、税金等調整前四半期純利益が93百万円それぞれ減少して

おります。
また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は143百万円であります。

　

【表示方法の変更】
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

（四半期連結貸借対照表関係）

「土地」は前第１四半期連結会計期間は「有形固定資産」に含めて表示しておりましたが、当第１四半期連結会
計期間において、資産総額の100分の10を超えたため区分掲記しました。なお、前第１四半期連結会計期間の「有形固
定資産」に含まれる「土地」は5,464百万円であります。

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一
部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第１四半期連結累計期間では、「少
数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

棚卸資産の評価方法
棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げ

を行う方法によっております。
　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

  税金費用の計算
当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
なお、「法人税等調整額」は、「法人税、住民税及び事業税」に含めて表示しております。

　

　

【注記事項】
(四半期連結貸借対照表関係)

当第１四半期連結会計期間末

(平成22年６月30日)

前連結会計年度末

(平成22年３月31日)

※  有形固定資産の減価償却累計額 20,442百万円
　

※  有形固定資産の減価償却累計額 20,142百万円
　

　

(四半期連結損益計算書関係)
第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
  至  平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年６月30日)

※  販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給料手当 1,485百万円
貸倒引当金繰入額 7百万円
賞与引当金繰入額 180百万円
退職給付引当金繰入額 81百万円
役員退職慰労引当金繰入額 9百万円

 

※  販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給料手当 1,585百万円
貸倒引当金繰入額 8百万円
賞与引当金繰入額 111百万円
退職給付費用 97百万円
役員退職慰労引当金繰入額 5百万円

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
  至  平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年６月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸
借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年６月30日現在)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借
対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年６月30日現在)
現金及び預金勘定 5,257百万円
預入期間が３ヶ月超の定期預金 △49百万円

現金及び現金同等物 5,207百万円
　

現金及び預金勘定 4,509百万円
預入期間が３ヶ月超の定期預金 △14百万円
現金及び現金同等物 4,494百万円
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(株主資本等関係)
当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月
１日  至  平成22年６月30日）
１ 発行済株式の種類及び総数
株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

普通株式(株) 133,174,723
　

２ 自己株式の種類及び株式数
株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

普通株式(株) 18,024,655
　

３ 新株予約権等に関する事項
該当事項はありません。

　

４ 配当に関する事項
(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 345 3.00平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金
　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当
の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの
該当事項はありません。

　

５ 株主資本の著しい変動に関する事項
該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)
【事業の種類別セグメント情報】
前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）
全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める「スポーツ用品関連事業」の割合
がいずれも90％を超えているため、記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】
前第１四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日）

　
日本
(百万円)

北米
(百万円)

西欧
(百万円)

その他
の地域
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　
(1)外部顧客に対する売上高 13,648 786 1,701 418 16,555 － 16,555
(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

224 3 0 1,567 1,795(1,795) －

計 13,872 790 1,701 1,98618,350(1,795)16,555
営業利益又は営業損失（△） 1,705 △22 137 △9 1,811 (431) 1,380
(注) 1 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

2 本邦以外の区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。
(1) 北米        ……アメリカ
(2) 西欧        ……イギリス、ドイツ、フランス
(3) その他の地域……オーストラリア、タイ、中国、ベトナム

　

【海外売上高】
前第１四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日）

　 北米 西欧 その他の地域 計
Ⅰ　海外売上高（百万円） 789 1,564 1,014 3,368
Ⅱ　連結売上高（百万円） － － － 16,555
Ⅲ　連結売上高に占める
海外売上高の割合（％）

4.8 9.4 6.1 20.3

(注) 1 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
2 各区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。
(1) 北米　　　　……アメリカ、カナダ
(2) 西欧　　　　……イギリス、ドイツ、フランス
(3) その他の地域……オーストラリア、韓国、タイ

3 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
　

【セグメント情報】
１  報告セグメントの概要
当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、
取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので
あります。
当社グループは、主に釣用品、ゴルフ用品及びラケットスポーツ用品等を生産・販売しており、国内におい
ては当社及び連結子会社が、海外においては各地域をそれぞれ独立した現地法人が担当しており、取り扱う製
品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。
したがって、当社グループは、生産・販売体制を基礎とした地域別セグメントから構成されており、「日
本」、「米州」、「欧州」及び「アジア・オセアニア」の４つを報告セグメントとしております。
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２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
当第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日）

（単位：百万円）

　
報告セグメント

合計
日本 米州 欧州

アジア・
オセアニア

売上高 　 　 　 　 　
  外部顧客への売上高 13,528 893 1,747 467 16,636
  セグメント間の内部売上高又は振替高 370 3 0 1,511 1,885

計 13,898 897 1,747 1,979 18,522
セグメント利益又は損失（△） 1,603 24 134 △41 1,721

　

３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の
主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
利    益 金    額

報告セグメント計 1,721
全社費用　(注) △389

四半期連結損益計算書の営業利益 1,331
(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

（追加情報）
当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号
 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用
指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。

　

(１株当たり情報)
１  １株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 48円41銭
　

　 45円83銭
　

　

(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額 5,574百万円 5,277百万円
普通株式に係る純資産額 5,574百万円 5,277百万円
普通株式の発行済株式数 133,174,723株 133,174,723株
普通株式の自己株式数 18,024,655株 18,021,797株
１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数

115,150,068株 115,152,926株
　

２  １株当たり四半期純利益金額等
第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
  至  平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 7円67銭
潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益金額

－円－銭
　

１株当たり四半期純利益金額 6円93銭
潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益金額

－円－銭
　

(注) 1 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、各期とも潜在株式がないため、記載しておりません。
2 １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
  至  平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益 884百万円 798百万円
普通株式に係る四半期純利益 884百万円 798百万円
普通株主に帰属しない金額 －百万円 －百万円
普通株式の期中平均株式数 115,240,788株 115,151,187株

　

(重要な後発事象)
該当事項はありません。

　

２ 【その他】
該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年８月７日

ダイワ精工株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　吉　　田　　英　　志　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　　川　　政　　人　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイ

ワ精工株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイワ精工株式会社及び連結子会社の平成21

年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月10日

グローブライド株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　吉　　田　　英　　志　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　　川　　政　　人　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているグ

ローブライド株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計

期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平

成22年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、グローブライド株式会社及び連結子会社の平

成22年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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